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■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

しんきんアセットマネジメント投信株式会社

＜コールセンター＞ 0120-781812

(土日、休日を除く)携帯電話・ＰＨＳからは03-5524-8181
９：00～17：00

本資料は投資信託の運用状況を開示するためのものであ

り、ファンドの勧誘を目的とするものではありません。

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 
信 託 期 間 無期限 

主 要 
投 資 対 象 

親投資信託である「しんきんアジア債券マザーファン
ド」（以下「マザーファンド」といいます。）の受益証券
を主要投資対象とします。 

運 用 方 針 

①投資にあたっては、主としてマザーファンドの受益証
券への投資を通じ、原則として以下の方針に基づき運
用を行います。 
1)新興国を含むアジア地域（日本を除く。）の外貨建

ソブリン債券および準ソブリン債券への投資を通
じ、アジア各国の債券に分散投資を行います。 

2)ＦＴＳＥアジア国債インデックス（ヘッジなし・円
ベース）を参考として、投資環境、金利水準ならび
に流動性等を勘案して、ポートフォリオの構築を
図ります。 

3)主にアジアの自国通貨建ソブリン債券、準ソブリン
債券に投資するほか、米ドルなどの外国通貨建ソ
ブリン債券・準ソブリン債券に投資する場合もあ
ります。（米ドルなどの外国通貨建債券に投資した
場合は、原則として、実質的に自国通貨建となるよ
うに外国為替予約取引等を行います。） 

②マザーファンドの受益証券の組入比率は、原則として
高位を保ちます。 

③外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッ
ジを行いません。 

④市場動向あるいは資金動向等によっては、上記のよう
な運用ができない場合があります。 

主 な 
投 資 制 限 

①株式への実質投資割合は、投資信託財産の純資産総額
の10％以下とします。 

②同一銘柄の株式への実質投資割合は、投資信託財産の
純資産総額の５％以下とします。 

③同一銘柄の新株引受権証券および新株予約権証券へ
の実質投資割合は、投資信託財産の純資産総額の５％
以下とします。 

④投資信託証券（マザーファンドの受益証券は除きま
す。）への実質投資割合は、投資信託財産の純資産総額
の５％以下とします。 

⑤同一銘柄の転換社債ならびに転換社債型新株予約権
付社債への実質投資割合は、投資信託財産の純資産総
額の10％以下とします。 

⑥外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

収 益 
分 配 方 針 

毎決算時に原則として以下の方針に基づき分配を行い
ます。 
①分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた利子・配

当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額とし
ます。 

②収益分配金額は、利子・配当等収益を中心に安定した
収益分配を行うことを目指し、委託者が基準価額等を
勘案して決定します。ただし、分配対象収益が少額の
場合には分配を行わないことがあります。 

 
運用報告書(全体版) 

しんきんアジア債券ファンド 

（毎月決算型） 

愛称：アジアの恵み 

 

第104期（決算日：2021年２月22日） 

第105期（決算日：2021年３月22日） 

第106期（決算日：2021年４月20日） 

第107期（決算日：2021年５月20日） 

第108期（決算日：2021年６月21日） 

第109期（決算日：2021年７月20日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「しんき

んアジア債券ファンド（毎月決算型）」（愛称：

アジアの恵み）は2021年７月20日に第109期

の決算を行いました。 

ここに、第104期から第109期中の運用状況

をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。ファミリーファンド方式とは、受益

者からの資金をまとめてベビーファンドとし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に

投資して、実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。 
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○ 近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

 80期(2019年２月20日) 7,937 60 2.7 97.8 2,669 

 81期(2019年３月20日) 7,953 60 1.0 96.5 2,689 

 82期(2019年４月22日) 7,994 60 1.3 97.0 2,719 

 83期(2019年５月20日) 7,669 60 △ 3.3 96.8 2,629 

 84期(2019年６月20日) 7,653 60 0.6 96.5 2,648 

 85期(2019年７月22日) 7,859 60 3.5 97.4 2,738 

 86期(2019年８月20日) 7,660 60 △ 1.8 96.8 2,726 

 87期(2019年９月20日) 7,752 60 2.0 97.4 2,774 

 88期(2019年10月21日) 7,775 60 1.1 97.4 2,804 

 89期(2019年11月20日) 7,799 40 0.8 96.7 2,823 

 90期(2019年12月20日) 7,863 40 1.3 97.2 2,840 

 91期(2020年１月20日) 8,046 40 2.8 97.7 2,898 

 92期(2020年２月20日) 8,127 40 1.5 97.7 2,917 

 93期(2020年３月23日) 7,156 40 △11.5 97.6 2,561 

 94期(2020年４月20日) 7,227 40 1.6 97.5 2,571 

 95期(2020年５月20日) 7,481 40 4.1 98.0 2,676 

 96期(2020年６月22日) 7,622 40 2.4 97.5 2,713 

 97期(2020年７月20日) 7,663 40 1.1 98.0 2,695 

 98期(2020年８月20日) 7,667 40 0.6 98.1 2,688 

 99期(2020年９月23日) 7,563 40 △ 0.8 97.3 2,645 

100期(2020年10月20日) 7,580 40 0.8 97.6 2,650 

101期(2020年11月20日) 7,640 40 1.3 97.1 2,671 

102期(2020年12月21日) 7,661 40 0.8 97.2 2,657 

103期(2021年１月20日) 7,631 40 0.1 97.5 2,646 

104期(2021年２月22日) 7,644 40 0.7 98.1 2,632 

105期(2021年３月22日) 7,485 40 △ 1.6 97.4 2,581 

106期(2021年４月20日) 7,491 40 0.6 97.5 2,590 

107期(2021年５月20日) 7,593 40 1.9 98.4 2,603 

108期(2021年６月21日) 7,614 40 0.8 97.0 2,589 

109期(2021年７月20日) 7,419 40 △ 2.0 97.2 2,508 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注３） 当ファンドは、新興国を含むアジア地域（日本を除く。）の外貨建ソブリン債券および準ソブリン債券へ投資することにより、投資

信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を目指していますが、特定の指数を上回るまたは連動を目指した運用を行っていないた

め、ベンチマークおよび参考指標はありません。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率 

第104期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年１月20日 7,631 － 97.5 

１月末 7,688 0.7 97.2 

(期  末)    

2021年２月22日 7,684 0.7 98.1 

第105期 

(期  首)    

2021年２月22日 7,644 － 98.1 

２月末 7,634 △0.1 97.6 

(期  末)    

2021年３月22日 7,525 △1.6 97.4 

第106期 

(期  首)    

2021年３月22日 7,485 － 97.4 

３月末 7,591 1.4 96.6 

(期  末)    

2021年４月20日 7,531 0.6 97.5 

第107期 

(期  首)    

2021年４月20日 7,491 － 97.5 

４月末 7,577 1.1 97.5 

(期  末)    

2021年５月20日 7,633 1.9 98.4 

第108期 

(期  首)    

2021年５月20日 7,593 － 98.4 

５月末 7,623 0.4 97.4 

(期  末)    

2021年６月21日 7,654 0.8 97.0 

第109期 

(期  首)    

2021年６月21日 7,614 － 97.0 

６月末 7,587 △0.4 96.7 

(期  末)    

2021年７月20日 7,459 △2.0 97.2 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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○当作成期中（第104期～第109期）の運用経過等（2021年１月21日～2021年７月20日） 
＜当作成期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注２） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2021年１月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、親投資信託である「しんきんアジア債券マザーファンド」を通じて、新興国を含むアジア地

域（日本を除く。）の国債を中心とした外貨建債券へ分散投資を行っています。 

当作成期における基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 

＜上昇要因＞ 

・投資しているアジア各国の債券の金利収入を得たこと。 

・米国の財政支出拡大観測によるリスク選好の強まりや、欧米のワクチン接種が進んだことによる経済持ち

直し観測から、対円でインドネシアルピア、マレーシアリンギット、フィリピンペソ、シンガポールドルが

上昇したこと。 

 

＜下落要因＞ 

・米国で財政支出拡大観測やインフレ懸念の高まりから米国金利が上昇した影響を受けて、アジア各国の金

利も上昇（債券価格は下落）したこと。 

・アジア各国で新型コロナウイルスの感染が拡大し、対円でタイバーツが下落したこと。 
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＜投資環境＞ 
（債券市況：アジア圏） 

・当作成期初は、米国の議会選挙で民主党が勝利し、財政支出拡大の観測が高まったことや、インフレ懸念が

高まったことから米国金利が上昇し、アジア各国の金利も影響を受けて上昇となりました。 

・2021年４月以降は、米国で量的緩和の段階的縮小（テーパリング）観測や市場予想よりも早い利上げ観測が

高まる局面があったものの、インフレ懸念は一時的との見方から米国金利が低下に転じたことや、欧米でワ

クチン接種が進み、経済持ち直し観測から株価が堅調となったことから、アジア各国の金利も横ばいもしく

は低下に転じましたが、当作成期初比ではおおむね上昇となりました。 

 

（為替市況：アジア圏） 

・当作成期初は、米国の議会選挙で民主党が勝利し、財政拡大観測によるリスク選好の高まりからアジア各国

の通貨は円に対して上昇となりました。2021年４月以降は米国で市場予想に対して早期の利上げが実施さ

れるとの見方が高まり、資金流出観測からアジア各国の通貨は下落する局面もありましたが、欧米でワクチ

ン接種が進み、経済持ち直し観測の強まりにより株価が堅調に推移したことから、アジア各国の通貨はおお

むね堅調に推移しました。 

・当作成期末にかけて、アジア各国でコロナウイルス感染が拡大したため、軟調な推移となり、当作成期初比

でタイバーツは対円で下落となりましたが、インドネシアルピア、マレーシアリンギット、フィリピンペソ、

シンガポールドル、韓国ウォンは上昇となりました。 

 

＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
当ファンドは、親投資信託である「しんきんアジア債券マザーファンド」の受益証券への投資を通じ、外貨

建資産の組入比率が高位となるように調整しています。 

 

●しんきんアジア債券マザーファンド 

FTSEアジア国債インデックス（ヘッジなし・円べース）を参考として、投資環境、金利水準および流動性等

を勘案し、インドネシア、韓国、マレーシア、フィリピン、シンガポールおよびタイの６か国のソブリン債、

準ソブリン債を投資対象とし、各国の現地通貨建国債を組み入れています。当作成期を通じて、当該債券の組

入比率が高位となるように運用を行いました。 

６か国の組入比率については、おおむねインドネシア29％程度、マレーシア24％程度、フィリピン19％程度、

シンガポール・タイ14％程度および韓国０％としました。 

 

＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当ファンドは、「しんきんアジア債券マザーファンド」を通じ、FTSEアジア国債インデックス（ヘッジなし・

円べース）を参考として、新興国を含むアジア地域（日本を除く。）の外貨建ソブリン債および準ソブリン債

を投資対象としていますが、組入国および国別比率については、当社独自の判断で運用を行っているため、比

較対象となるベンチマークおよび参考指標はありません。 
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＜分配金＞ 
収益分配金については、毎月安定した分配金を支払うことを目指し、当作成期中は、経費控除後の利子・配

当等収益や基準価額水準等を勘案して、各期40円（１万口当たり、税込み）とし、合計で240円としました。 

なお、収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行い

ます。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第104期 第105期 第106期 第107期 第108期 第109期 

2021年１月21日～ 
2021年２月22日 

2021年２月23日～ 
2021年３月22日 

2021年３月23日～ 
2021年４月20日 

2021年４月21日～ 
2021年５月20日 

2021年５月21日～ 
2021年６月21日 

2021年６月22日～ 
2021年７月20日 

当期分配金 40  40  40  40  40  40  

(対基準価額比率) 0.521％ 0.532％ 0.531％ 0.524％ 0.523％ 0.536％ 

 当期の収益 23  15  20  25  23  15  

 当期の収益以外 16  24  19  14  16  24  

翌期繰越分配対象額 383  359  340  325  308  284  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
当ファンドは、「しんきんアジア債券マザーファンド」の受益証券への投資を通じ、外貨建資産の組入比率

が高位となるように調整していきます。 

 

●しんきんアジア債券マザーファンド 

ポートフォリオ組入国は、金利水準および流動性を考慮し、インドネシア、マレーシア、フィリピン、シン

ガポールおよびタイの５か国構成とします。組入銘柄は、引き続き現地通貨建国債の組入れを維持します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年１月21日～2021年７月20日) 

項 目 
第104期～第109期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 52  0.682  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (19)  (0.245)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (31)  (0.409)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 7   0.096   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 5)  (0.063)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） ( 3)  (0.033)  信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 59   0.778    

作成期間の平均基準価額は、7,616円です。  

 
（注１） 作成期間の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目

ごとに小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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○売買及び取引の状況 (2021年１月21日～2021年７月20日) 

 

銘 柄 
第104期～第109期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
しんきんアジア債券マザーファンド － － 95,457 167,000 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年１月21日～2021年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年１月21日～2021年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年１月21日～2021年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2021年７月20日現在) 

 

銘 柄 
第103期末 第109期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

しんきんアジア債券マザーファンド 1,529,909 1,434,452 2,497,525 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2021年７月20日現在) 

項 目 
第109期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

しんきんアジア債券マザーファンド 2,497,525 98.6 

コール・ローン等、その他 34,227 1.4 

投資信託財産総額 2,531,752 100.0 
 

（注１） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注２） しんきんアジア債券マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（2,495,449千円）の投資信託財産総額（2,497,454

千円）に対する比率は99.9％です。 

（注３） 外貨建資産は、当作成期末の時価を我が国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。2021年７月20日現在、１ドル

＝109.57円、１シンガポールドル＝80.35円、１マレーシアリンギット＝25.9253円、１タイバーツ＝3.34円、１フィリピンペソ＝2.172

円、100インドネシアルピア＝0.76円です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第104期末 第105期末 第106期末 第107期末 第108期末 第109期末 

2021年２月22日現在 2021年３月22日現在 2021年４月20日現在 2021年５月20日現在 2021年６月21日現在 2021年７月20日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 2,655,586,975   2,601,545,599   2,609,986,320   2,628,106,714   2,609,728,431   2,531,752,673   

 コール・ローン等 31,818,966   36,187,846   25,750,219   24,281,334   46,318,324   34,227,245   

 しんきんアジア債券マザーファンド(評価額) 2,623,768,009   2,565,357,753   2,584,236,101   2,598,825,380   2,563,410,107   2,497,525,428   

 未収入金 －   －   －   5,000,000   －   －   

(B) 負債 22,624,525   19,730,451   19,748,942   24,694,152   20,673,137   22,957,645   

 未払収益分配金 13,778,053   13,797,555   13,830,701   13,715,111   13,602,257   13,526,691   

 未払解約金 5,530,762   3,173,964   3,058,866   8,025,398   3,933,192   6,620,219   

 未払信託報酬 3,315,556   2,758,508   2,859,086   2,953,499   3,137,503   2,810,519   

 未払利息 50   94   73   43   86   100   

 その他未払費用 104   330   216   101   99   116   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,632,962,450   2,581,815,148   2,590,237,378   2,603,412,562   2,589,055,294   2,508,795,028   

 元本 3,444,513,407   3,449,388,901   3,457,675,473   3,428,777,930   3,400,564,394   3,381,672,783   

 次期繰越損益金 △  811,550,957   △  867,573,753   △  867,438,095   △  825,365,368   △  811,509,100   △  872,877,755   

(D) 受益権総口数 3,444,513,407口 3,449,388,901口 3,457,675,473口 3,428,777,930口 3,400,564,394口 3,381,672,783口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,644円 7,485円 7,491円 7,593円 7,614円 7,419円 
 

（注１） 当ファンドの第104期首元本額は3,467,657,803円、当作成期中（第104期～第109期）における追加設定元本額は311,955,629円、同一

部解約元本額は397,940,649円です。 

（注２） １口当たり純資産額は、第104期0.7644円、第105期0.7485円、第106期0.7491円、第107期0.7593円、第108期0.7614円、第109期0.7419

円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第104期 第105期 第106期 第107期 第108期 第109期 

2021年１月21日～ 
2021年２月22日 

2021年２月23日～ 
2021年３月22日 

2021年３月23日～ 
2021年４月20日 

2021年４月21日～ 
2021年５月20日 

2021年５月21日～ 
2021年６月21日 

2021年６月22日～ 
2021年７月20日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 △      1,683   △      1,488   △      2,488   △      1,289   △      1,971   △      2,496   

 支払利息 △      1,683   △      1,488   △      2,488   △      1,289   △      1,971   △      2,496   

(B) 有価証券売買損益 21,250,976   △ 38,081,336   18,654,159   51,394,084   23,250,055   △ 49,436,388   

 売買益 21,674,491   220,320   18,888,760   51,674,946   23,801,909   294,207   

 売買損 △    423,515   △ 38,301,656   △    234,601   △    280,862   △    551,854   △ 49,730,595   

(C) 信託報酬等 △  3,315,748   △  2,758,916   △  2,859,496   △  2,953,821   △  3,137,650   △  2,810,756   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 17,933,545   △ 40,841,740   15,792,175   48,438,974   20,110,434   △ 52,249,640   

(E) 前期繰越損益金 △160,685,485   △148,650,406   △191,735,580   △180,052,730   △135,687,140   △121,005,119   

(F) 追加信託差損益金 △655,020,964   △664,284,052   △677,663,989   △680,036,501   △682,330,137   △686,096,305   

 (配当等相当額) (  138,018,258)  (  132,399,545)  (  124,347,310)  (  116,658,129)  (  110,637,232)  (  104,476,139)  

 (売買損益相当額) (△793,039,222)  (△796,683,597)  (△802,011,299)  (△796,694,630)  (△792,967,369)  (△790,572,444)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △797,772,904   △853,776,198   △853,607,394   △811,650,257   △797,906,843   △859,351,064   

(H) 収益分配金 △ 13,778,053   △ 13,797,555   △ 13,830,701   △ 13,715,111   △ 13,602,257   △ 13,526,691   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △811,550,957   △867,573,753   △867,438,095   △825,365,368   △811,509,100   △872,877,755   

 追加信託差損益金 △660,872,351   △672,714,524   △684,441,261   △685,170,125   △688,032,128   △694,315,688   

 (配当等相当額) (  132,212,421)  (  124,049,319)  (  117,641,326)  (  111,555,158)  (  105,059,818)  (   96,319,229)  

 (売買損益相当額) (△793,084,772)  (△796,763,843)  (△802,082,587)  (△796,725,283)  (△793,091,946)  (△790,634,917)  

 繰越損益金 △150,678,606   △194,859,229   △182,996,834   △140,195,243   △123,476,972   △178,562,067   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

 

＜分配金の計算過程＞ 

第104期計算期間末における費用控除後の配当等収益（7,926,666円）、費用控除後の有価証券等損益額（0.0円）、および信託約款に規定する収益

調整金（138,063,808円）より分配対象収益は145,990,474円（10,000口当たり423円）であり、うち13,778,053円（10,000口当たり40円）を分配

金額としています。 

第105期計算期間末における費用控除後の配当等収益（5,367,083円）、費用控除後の有価証券等損益額（0.0円）、および信託約款に規定する収益

調整金（132,479,791円）より分配対象収益は137,846,874円（10,000口当たり399円）であり、うち13,797,555円（10,000口当たり40円）を分配

金額としています。 

第106期計算期間末における費用控除後の配当等収益（7,053,429円）、費用控除後の有価証券等損益額（0.0円）、および信託約款に規定する収益

調整金（124,418,598円）より分配対象収益は131,472,027円（10,000口当たり380円）であり、うち13,830,701円（10,000口当たり40円）を分配

金額としています。 

第107期計算期間末における費用控除後の配当等収益（8,581,487円）、費用控除後の有価証券等損益額（0.0円）、および信託約款に規定する収益

調整金（116,688,782円）より分配対象収益は125,270,269円（10,000口当たり365円）であり、うち13,715,111円（10,000口当たり40円）を分配

金額としています。 

第108期計算期間末における費用控除後の配当等収益（7,900,266円）、費用控除後の有価証券等損益額（0.0円）、および信託約款に規定する収益

調整金（110,761,809円）より分配対象収益は118,662,075円（10,000口当たり348円）であり、うち13,602,257円（10,000口当たり40円）を分配

金額としています。 

第109期計算期間末における費用控除後の配当等収益（5,307,308円）、費用控除後の有価証券等損益額（0.0円）、および信託約款に規定する収益

調整金（104,538,612円）より分配対象収益は109,845,920円（10,000口当たり324円）であり、うち13,526,691円（10,000口当たり40円）を分配

金額としています。 
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○分配金のお知らせ  

 第104期 第105期 第106期 第107期 第108期 第109期 

１万口当たり分配金（税込み） 40円 40円 40円 40円 40円 40円 
 
◇分配金を再投資される場合のお手取分配金は、自動けいぞく投資約款の規定に基づき、各決算日の翌営業日

に再投資いたしました。 

◇分配金をお受け取りになる場合の分配金は、各決算日から起算して５営業日目までにお支払いを開始して

います。 

◇分配金のお取扱いについては、販売会社にお問い合せください。 
（注１） 分配金は、分配後の基準価額と各受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」（受益者毎の元本の一部払戻しに相当する部分）があります。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合

は全額が「普通分配金」となります。分配後の基準価額を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が「元本払戻金（特別分配金）」、

残りの部分が「普通分配金」となります。 

（注２） 個人の受益者の場合、収益分配金のうち、課税扱いとなる普通分配金については、配当所得として20.315％(所得税15％、復興特別

所得税0.315％および地方税５％)の税率が適用されます。 

（注３） 法人の受益者の場合、収益分配金のうち、課税扱いとなる普通分配金については、15.315％(所得税15％および復興特別所得税

0.315％)が源泉徴収されます。 

（注４） 当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用

対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。 

（注５） 税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。 
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